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要旨 

 

目的 

 本研究では、海水淡水化施設で採水された海水を用いて，7 月 21 日から 11 月 9 日の

期間では原海水と前処理された RO 供給水と RO 濃縮水の水質の違いを把握し，さらに

実際の RO 膜の運転状況と水質の関連を検討する．11 月 12 日以降は，2 種類の膜の性

能の違いを運転状況や水質の関連の観点から検討する．  

 

方法 

 水質としては溶存有機炭素（以下，DOC と略す）と紫外部吸光度（以下，UV254 と

略す）の 2 項目を主要な測定項目とした．そして DOC と UV254 を用いて，UV/DOC を

求め，溶存有機炭素の質も評価する．さらに膜の運転状況を透水性や RO 供給水通水差

圧などから評価する．評価対象には市販の逆浸透膜に加え，信州大学で開発されたカー

ボンナノチューブポリアミド複合逆浸透膜を用いた．  

 

結論 

 運転期間中 DOC は比較的一定の値をとり，UV/DOC は DOC より不規則的な値をと

ることが多い．膜にファウリングが起こっている時，RO 供給水，RO 濃縮水の UV/DOC

と原海水の UV/DOC の差の値が負になることが多く，ファウリングの指標になる可能

性がある．さらに DOC の値が異常値（通常の約 20 倍）をとった直後，ファウリング

が起きた可能性もある．このほか，市販膜とカーボンナノチューブポリアミド複合逆浸

透膜の運転状況に大きな違いはなかった．今回は短期間の評価・考察であったため，上

記の評価・考察は今後，長期的な測定による検討が必要である．  

 

指導教員 松本 明人 准教授 
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